
　

昨
年
の
5
月
に
発
足
し
た
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
で
は
、

井
原
地
区
農
業
共
済
組
合
の
寄

付
金
を
元
に
こ
れ
ま
で
運
営
を

続
け
て
き
ま
し
た
が
、
組
織
を

運
営
し
て
い
く
上
で
、
確
か
な

財
政
的
基
盤
を
持
た
な
い
状
況

に
苦
慮
し
て
い
ま
し
た
。
本
年

度
に
な
っ
て
、
井
原
市
が
「
ガ

ン
バ
ル
地
域
応
援
補
助
金
」
を

創
設
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
を
活

用
し
て
事
業
を
進
め
て
い
く
こ

と
に
し
ま
し
た
。
平
成
25
年
度

も
既
に
数
か
月
が
過
ぎ
て
い
ま

す
が
、
補
助
金
交
付
に
向
け
て
、

事
業
計
画
書
、
予
算
書
の
作
成

を
し
て
、
協
働
推
進
課
へ
申
請

を
し
ま
し
た
。
申
請
後
、
審
査

会
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け
て
、

7
月
17
日
に
交
付
決
定
通
知
書

を
受
け
取
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
そ
の
内
容
を
簡
単
に
紹

介
し
ま
す
。　

一
、
広
報
紙
発
行
事
業

　

昨
年
か
ら
一
本
化
し
た
「
み

ん
な
の
県
主
」
の
発
行
に
係
る

費
用　

交
付
決
定
額
一
七
九
，

六
五
〇
円

二
、
人
材
育
成
事
業

　

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

上
で
最
も
重
要
な
の
が
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
必
要
性
を
理

と
を
目
的
に
計
画
し
ま
し
た
。

交
付
決
定
額
二
七
六
，
六
〇
〇
円

　

な
お
、
本
年
度
の
事
業
計
画

で
、
私
た
ち
の
地
域
の
農
業
基

盤
の
整
備
と
経
営
を
見
据
え
て
、

６
次
産
業
（
地
産
・
地
消
や
特

産
品
づ
く
り
）
へ
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
こ
と
も
考
え
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
以
外
に
も
皆

様
の
意
見
を
お
聞
き
し
、
計
画

を
立
て
て
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
積

極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

審
査
委
員
会
の
講
評
は
、
次

号
で
紹
介
し
ま
す
。

　

過
疎
化
の
進
む
こ
こ
県
主
の

活
性
化
の
た
め
に
何
か
出
来
る

事
が
あ
る
の
で
は
？
と
考
え
て

い
る
私
た
ち
は
、
去
る
６
月
30

日
、
姫
路
市
の
最
北
端
に
あ
る

安
富
町
関
に
出
か
け
ま
し
た
。

　

こ
こ
は
最
近
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
よ
く
見
か
け

る
「
か
か
し
」
を
制
作
し
て
ま

ち
お
こ
し
に
成
功
し
た
地
域
で

す
。
ふ
る
さ
と
か
か
し
を
制
作

し
て
過
疎
化
の
進
む
自
宅
周
辺

に
設
置
し
沢
山
の
人
た
ち
が
訪

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
仕
掛
け
人

の
岡
上
正
人
さ
ん
の
案
内
で
か

か
し
の
里
を
散
策
し
た
り
昼
食

を
交
え
て
お
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

県
主
に
も
ふ
る
さ
と
か
か
し

を
設
置
し
た
い
と
願
っ
て
い
る

私
た
ち
に
、
岡
上
さ
ん
よ
り
奥

播
磨
に
き
た
人
た
ち
に
「
岡
山

県
の
井
原
に
も
か
か
し
の
里
が

あ
り
ま
す
よ
と
紹
介
で
き
る
よ

う
な
ふ
る
さ
と
か
か
し
の
一
員

に
な
っ
て
下
さ
い
」
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。
か
か

し
と
の
出
会
い
の
後
は
、
宍
粟

(

し
そ
う)

防
災
セ
ン
タ
ー
に
体

験
、
視
察
に
行
き
ま
し
た
。
比

較
的
平
穏
な
県
主
に
住
む
私
た

ち
は
防
災
に
対
す
る
認
識
が
薄

い
な
か
、
地
震
、
消
火
体
験
を

し
ま
し
た
。
初
め
て
震
度
７
を

経
験
し
地
震
の
恐
怖
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
か
か
し
に
出
会

い
、
家
族
や
自
分
を
守
る
大
切

さ
を
体
験
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
心
に
何
か
を
感
じ
て
頂
け
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

三
嶋　
　

篁
様
（
亡
弟
）

　

岡
田　

義
弘
様
（
亡
妻
）

　

中
野
む
つ
み
様
（
亡
母
）

　

安
原　

俊
和
様
（
亡
父
）

　

三
嶋　

和
也
様
（
亡
義
父
）

　

廣
田　

光
男
様
（
亡
子
）

　

松
田　
　

敦
様
（
亡
母
）

　

碇
本　

晴
男
様
（
亡
母
）

　

山
本　

光
仁
様
（
亡
母
）

　

鳥
越　

睦
由
さ
ん

　

男
の
子　

枢
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
（
５
月
13
日
生
ま
れ
）

　　
　

森
岡　
　

通
さ
ん

　　
　

蔵
本　

精
子
さ
ん

　
　

自
治
会
女
性
部
の
皆
さ
ん
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県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

副
会
長　

山
本
勝
禧

第３号
発　行　
　県の里まちづくり推進協議会
　県主地区自治連合協議会
　県　主　公　民　館
　県主地区社会福祉協議会































県
主
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ

公
民
館
ま
わ
り
の
草
刈
り

分
室
の
そ
う
じ

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
で

　
　

玄
関
を
は
な
や
か
に
！

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

い
つ
も
あ
り
が
と
う

出
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

解
し
、
地
域
の
課
題
を
解
決
し

て
い
く
た
め
に
、
で
き
な
い
理

由
を
考
え
る
よ
り
、
ど
う
し
た

ら
で
き
る
か
を
考
え
、
主
体
的

に
行
動
し
、
そ
の
地
域
を
け
ん

引
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
人

た
ち
が
一
人
で
も
多
く
必
要
で

す
。

こ
の
た
め
に
、
本
年
度
は
講
座

の
開
催
を
計
画
し
ま
し
た
。
交

付
決
定
額
八
六
，〇
〇
〇
円

三
、「
か
か
し
」
に
よ
る
地
域

活
性
化
事
業

　
「
か
か
し
」
は
、
昔
懐
か
し

い
「
ふ
る
さ
と
」
を
思
い
起
こ

さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
心
を
癒
す

「
ふ
る
さ
と
」
の
原
風
景
が
あ

り
ま
す
。
近
年
、
農
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
県
主
地
域
に
限

ら
ず
大
き
く
変
貌
し
た
経
済
活

動
の
影
響
で
、
衰
退
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆

さ
ん
が「
知
恵
」と「
ア
イ
デ
ア
」

を
結
集
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上

の
努
力
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、「
か
か
し
」
づ

く
り
を
と
お
し
て
大
人
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
と
と
も
に
地
域
の
農

業
の
将
来
を
考
え
、
取
り
組
み

の
中
で
人
々
の
交
流
を
図
る
こ

紙
面
を
も
っ
て
お
礼
に
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
事
業
推
進
と
運
営
費

お
知
ら
せ

8
月
22
日…

　

市
民
の
声
を
聴
く
会

9
月
8
日…

敬
老
会

10
月
6
日…

市
民
体
育
祭

11
月
10
日…

ハ
ウ
ス
祭
り

12
月
8
日…

　

不
燃
性
粗
大
ご
み
収
集

12
月
29
日…

　

年
末
す
す
は
ら
い

か
な
め

左　制作者の岡上正人さんとふるさとかかし

部
会
長　

蔵
本
久
美

う
つ
く
し
い
里
部
会

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
視
察
研
修

荷車を押して手伝い？ 人かと思えばすべてかかしです



　

明
る
く
心
身
共
に
健
康
な
幼

児
の
育
成
を
図
る
た
め
、
会
員

相
互
に
研
修
し
、
保
護
者
の
親

睦
を
深
め
る
。

４
月　

開
講
式

５
月　

リ
ト
ミ
ッ
ク

６
月　

作
品
づ
く
り

７
月　

幼
稚
園

　
　
　

七
夕
会
参
加

９
月　

幼
稚
園
で
遊
ぼ
う

10
月　

親
子
体
操

12
月　

ク
リ
ス
マ
ス
会

　
　
　

奉
仕
作
業

２
月　

親
子
遊
び

３
月　

閉
講
式

　

親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
親
子
で

共
通
体
験
を
し
、
共
に
感
動
を

味
わ
い
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
。

　

ま
た
相
互
の
親
睦
を
深
め
地

域
社
会
へ
参
加
す
る
。

５
月　

開
講
式

６
月　

押
し
花
飾
り

10
月　

エ
コ
バ
ッ
ク
作
り

11
月　

ハ
ウ
ス
祭
り
参
加

１
月　

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
大
会

３
月　

閉
講
式

　

自
治
会
女
性
部
会
員
相
互
の

親
睦
を
深
め
自
己
の
教
養
を
高

め
る
。

６
月　

開
講
式

　
　
　

元
気
ア
ッ
プ
体
操

７
月　

研
修
旅
行

　
　
　

陶
芸
体
験

９
月　

芸
術
を
学
ぶ

　
　
　

パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト

12
月　

介
護
勉
強
会

２
月　

閉
講
式

　
　
　

環
境
課

　
　
　

出
前
講
座

　

社
会
奉
仕
と
健
康
の
維
持
管
理

４
月　

昨
年
度
の
反
省
と

　
　
　

学
習
計
画

５
月　

食
育
講
座

　
　
　

料
理
教
室

６
月　

研
修
親
睦
旅
行

　
　
　

元
気
ア
ッ
プ
体
操

７
月　

火
災
予
防
講
座

９
月　

社
会
奉
仕
作
業

　
　
　

楽
し
い
食
育
講
座

10
月　

研
修
旅
行
（
大
三
島
）

11
月　

食
育
講
座　

料
理
教
室

　
　
　

高
齢
者
の
健
康
と
生
活

１
月　

健
康
維
持
講
座

３
月　

研
修
親
睦
旅
行
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先
生
の
お
話
に
あ
っ
た
、「
近

隣
に
聞
こ
え
た
県
主
青
年
会
の

活
動
」
の
血
を
引
く
県
主
地
域

に
す
ば
ら
し
い
特
色
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
の
公
民
館
活

動
の
重
点
で
す
が
、
こ
こ
数
年

の
間
に
、
高
齢
者
学
級
、
球
技

大
会
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
）、

生
涯
学
習
講
座
な
ど
の
活
動
を

始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
年

度
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
と
従
来

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
活
動
の
充

実
・
発
展
を
図
る
こ
と
を
重
点

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
際
大
切
な
こ
と
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
基
に
実

施
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
各
位
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
そ
の
推
進
方
、

ま
た
、
ご
参
加
方
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
（
昭
和
20
年

代
、
30
年
代
）
時
代
劇
ス
タ
ー

片
岡
知
恵
蔵
の
現
代
劇
「
七
つ

の
顔
を
持
つ
男
」
シ
リ
ー
ズ
が

人
気
を
博
し
て
い
ま
し
た
。
主

役
の
私
立
探
偵
が
、
変
装
し
て

様
々
な
人
物
に
な
り
、
事
件
の

真
相
を
探
り
、
最
後
に
素
顔
の

私
立
探
偵
が
犯
人
の
前
に
現
れ

事
件
を
解
決
す
る
と
い
う
ス

ト
ー
リ
ー
で
し
た
。

　

我
々
の
毎
日
の
生
活
も
、
そ

の
主
役
と
同
じ
で
、
様
々
な
顔

を
持
っ
て
生
活
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
家
庭
人
、

地
域
人
、
日
本
人
、
職
業
人
、

趣
味
人
、ｅ
ｔ
ｃ
。
各
人
に
よ
っ

て
、
ま
た
、
そ
の
人
の
そ
の
時

の
年
齢
に
よ
っ
て
顔
の
大
き
さ

が
違
う
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
顔
は
ど
れ
も
全
て
大
切
な

顔
で
す
。

　
「
地
域
人
」
に
つ
い
て
言
い

ま
す
と
、
県
主
地
域
は
伝
統
的

に
地
域
活
動
が
盛
ん
で
あ
る
と

言
え
る
と
思
い
ま
す
。
大
勢
の

皆
さ
ん
が
種
々
の
団
体
に
属
さ

れ
、
主
体
的
、
積
極
的
に
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
昨

年
度
末
に
実
施
し
た
県
主
公
民

館
生
涯
学
習
講
座
で
高
木
浩
朗

県
主
公
民
館
長　
　

藤
森
雅
和



８
月
13
日
（
火
）

　

行
事…

盆
踊
り
大
会

　

場
所…

小
学
校
運
動
場

10
月
6
日
（
日
）

　

行
事…

第
48
回
市
民
体
育
祭

　

場
所…

井
原
市
陸
上
競
技
場

11
月
10
日
（
日
）

　

行
事…

第
35
回
ハ
ウ
ス
祭
り

　

場
所…

県
主
公
民
館

　
　
　
　

小
学
校
運
動
場

　
　
　
　

体
育
館

26
年
１
月
３
日
（
金
） 

　

行
事…

新
年
互
礼
会

　

場
所…

県
主
公
民
館

　

５
月
26
日
（
日
）
好
天
に
恵

ま
れ
た
中
で
、
第
34
回
県
主
体

育
祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
、
新
し
い
競
技
の

取
り
入
れ
や
、
競
技
人
員
の
変

更
を
す
る
な
ど
若
干
趣
向
を
変

え
た
中
で
14
種
目
の
競
技
に
熱

戦
が
展
開
さ
れ
、
優
勝
以
外
の

３
分
団
が
同
得
点
と
い
う
ま
れ

に
み
る
接
戦
、
上
位
順
位
の
多

い
チ
ー
ム
か
ら
順
位
を
決
定
し

最
終
成
績
は
次
の
と
お
り
に
な

り
ま
し
た
。

　
　

優　

勝…
…

第
４
分
団

　
　

準
優
勝…

…

第
２
分
団

　
　

３　

位…
…

第
１
分
団

　
　

敢
闘
賞…

…

第
３
分
団　

　

児
童
減
で
子
ど
も
た
ち
の
リ

レ
ー
種
目
が
で
き
な
く
な
る
中
、

小
学
校
全
体
で
の
玉
入
れ
で
は

元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見

ま
し
た
。
岡
山
県
消
防
操
法
大

会
出
場
選
手
に
よ
る
規
律
あ
る

ポ
ン
プ
操
法
に
真
剣
に
取
り
組

む
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。
得
点

種
目
の
最
後
を
飾
る
男
女
の
年

齢
別
リ
レ
ー
で
は
選
手
・
応
援

者
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
り
、

最
終
演
技
の
地
域
伝
統
芸
能

「
鳥
羽
踊
り
」
で
す
べ
て
の
演

技
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
長
年
保
体
部
長
を

務
め
て
こ
ら
れ
た
鳥
越
揄
一
部

長
の
勇
退
で
、
部
長
・
副
部
長

が
交
代
す
る
新
体
制
の
な
か
初

の
行
事
と
な
り
ま
し
た
が
、
各

地
区
選
出
の
競
技
役
員
・
選
手

の
皆
様
、
保
体
委
員
の
皆
さ
ん

の
協
力
に
よ
り
滞
り
な
く
無
事

に
大
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

公
民
館
保
体
部
の
次
の
行
事
は

10
月
6
日
開
催
の
第
51
回
井
原

市
民
体
育
祭
で
す
。
昨
年
は
A

ブ
ロ
ッ
ク
と
い
う
こ
と
で
12
位

と
言
う
成
績
に
終
わ
り
ま
し
た

が
、
今
年
は
昨
年
を
上
回
る
成

績
を
目
標
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
選
手
選
考
に

入
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
地
区

内
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
34
回
県
主
体
育
祭
開
催

保
体
部
長　

森
下
和
美

幼

児

学

級

家
庭
教
育
学
級

需用費, 717

地域事業費, 929

報償費, 205

団体助成費, 150

役務費, 107

運営審議会, 90

備品購入費, 90

使用料, 38

交際費, 30
委託料, 19

負担金, 10

事業別
決算内訳
合計  2,385
単位：千円

婦

人

学

級

高
齢
者
学
級

お気軽にお出かけください!

夏の夜のひと時を地域の皆様とともに楽しみましょう！

●日 時：7月22日（月）

7月29日（月）

8月 5日（月）

午後８時～午後９時

●場 所：県主小学校運動場

●はじめての方にもやさしく指導

します。

多数の参加をお願いします。

夜市（少年団）

かき氷・焼き鳥・輪
投げ・おでん・ヨー
ヨーなど いっぱい

平成２５年８月１３日（火）午後７時から県主小学校運動

主催 県主公民館

県主地区自治連合協議会

共催 県の里まちづくり推進協議会

鳥羽踊り保存会

県主地区社会福祉協議会

県主幼・小学校PTA

井原市消防団県主分団

アースラブ県主

後援 門田楽寿会

西方楽寿会

これまで、鳥羽踊り保存会が中心となっ
て開催されてきましたが、本年度から、
県主公民館と県主地区自治連合協議会が
主催して開催いたします。

平
成
24
年
度
公
民
館
決
算
内
訳

今
年
度
の
主
な
公
民
館
行
事

「
七
つ
の
顔
を
持
つ
・
・
」

　
　

そ
し
て
、
今
年
度
の
公
民
館
活
動

あがた



　

明
る
く
心
身
共
に
健
康
な
幼

児
の
育
成
を
図
る
た
め
、
会
員

相
互
に
研
修
し
、
保
護
者
の
親

睦
を
深
め
る
。

４
月　

開
講
式

５
月　

リ
ト
ミ
ッ
ク

６
月　

作
品
づ
く
り

７
月　

幼
稚
園

　
　
　

七
夕
会
参
加

９
月　

幼
稚
園
で
遊
ぼ
う

10
月　

親
子
体
操

12
月　

ク
リ
ス
マ
ス
会

　
　
　

奉
仕
作
業

２
月　

親
子
遊
び

３
月　

閉
講
式

　

親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
親
子
で

共
通
体
験
を
し
、
共
に
感
動
を

味
わ
い
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
。

　

ま
た
相
互
の
親
睦
を
深
め
地

域
社
会
へ
参
加
す
る
。

５
月　

開
講
式

６
月　

押
し
花
飾
り

10
月　

エ
コ
バ
ッ
ク
作
り

11
月　

ハ
ウ
ス
祭
り
参
加

１
月　

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
大
会

３
月　

閉
講
式

　

自
治
会
女
性
部
会
員
相
互
の

親
睦
を
深
め
自
己
の
教
養
を
高

め
る
。

６
月　

開
講
式

　
　
　

元
気
ア
ッ
プ
体
操

７
月　

研
修
旅
行

　
　
　

陶
芸
体
験

９
月　

芸
術
を
学
ぶ

　
　
　

パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト

12
月　

介
護
勉
強
会

２
月　

閉
講
式

　
　
　

環
境
課

　
　
　

出
前
講
座

　

社
会
奉
仕
と
健
康
の
維
持
管
理

４
月　

昨
年
度
の
反
省
と

　
　
　

学
習
計
画

５
月　

食
育
講
座

　
　
　

料
理
教
室

６
月　

研
修
親
睦
旅
行

　
　
　

元
気
ア
ッ
プ
体
操

７
月　

火
災
予
防
講
座

９
月　

社
会
奉
仕
作
業

　
　
　

楽
し
い
食
育
講
座

10
月　

研
修
旅
行
（
大
三
島
）

11
月　

食
育
講
座　

料
理
教
室

　
　
　

高
齢
者
の
健
康
と
生
活

１
月　

健
康
維
持
講
座

３
月　

研
修
親
睦
旅
行
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先
生
の
お
話
に
あ
っ
た
、「
近

隣
に
聞
こ
え
た
県
主
青
年
会
の

活
動
」
の
血
を
引
く
県
主
地
域

に
す
ば
ら
し
い
特
色
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
の
公
民
館
活

動
の
重
点
で
す
が
、
こ
こ
数
年

の
間
に
、
高
齢
者
学
級
、
球
技

大
会
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
）、

生
涯
学
習
講
座
な
ど
の
活
動
を

始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
年

度
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
と
従
来

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
活
動
の
充

実
・
発
展
を
図
る
こ
と
を
重
点

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
際
大
切
な
こ
と
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
基
に
実

施
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
各
位
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
そ
の
推
進
方
、

ま
た
、
ご
参
加
方
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
（
昭
和
20
年

代
、
30
年
代
）
時
代
劇
ス
タ
ー

片
岡
知
恵
蔵
の
現
代
劇
「
七
つ

の
顔
を
持
つ
男
」
シ
リ
ー
ズ
が

人
気
を
博
し
て
い
ま
し
た
。
主

役
の
私
立
探
偵
が
、
変
装
し
て

様
々
な
人
物
に
な
り
、
事
件
の

真
相
を
探
り
、
最
後
に
素
顔
の

私
立
探
偵
が
犯
人
の
前
に
現
れ

事
件
を
解
決
す
る
と
い
う
ス

ト
ー
リ
ー
で
し
た
。

　

我
々
の
毎
日
の
生
活
も
、
そ

の
主
役
と
同
じ
で
、
様
々
な
顔

を
持
っ
て
生
活
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
家
庭
人
、

地
域
人
、
日
本
人
、
職
業
人
、

趣
味
人
、ｅ
ｔ
ｃ
。
各
人
に
よ
っ

て
、
ま
た
、
そ
の
人
の
そ
の
時

の
年
齢
に
よ
っ
て
顔
の
大
き
さ

が
違
う
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
顔
は
ど
れ
も
全
て
大
切
な

顔
で
す
。

　
「
地
域
人
」
に
つ
い
て
言
い

ま
す
と
、
県
主
地
域
は
伝
統
的

に
地
域
活
動
が
盛
ん
で
あ
る
と

言
え
る
と
思
い
ま
す
。
大
勢
の

皆
さ
ん
が
種
々
の
団
体
に
属
さ

れ
、
主
体
的
、
積
極
的
に
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
昨

年
度
末
に
実
施
し
た
県
主
公
民

館
生
涯
学
習
講
座
で
高
木
浩
朗

県
主
公
民
館
長　
　

藤
森
雅
和



８
月
13
日
（
火
）

　

行
事…

盆
踊
り
大
会

　

場
所…

小
学
校
運
動
場

10
月
6
日
（
日
）

　

行
事…

第
48
回
市
民
体
育
祭

　

場
所…

井
原
市
陸
上
競
技
場

11
月
10
日
（
日
）

　

行
事…

第
35
回
ハ
ウ
ス
祭
り

　

場
所…

県
主
公
民
館

　
　
　
　

小
学
校
運
動
場

　
　
　
　

体
育
館

26
年
１
月
３
日
（
金
） 

　

行
事…

新
年
互
礼
会

　

場
所…

県
主
公
民
館

　

５
月
26
日
（
日
）
好
天
に
恵

ま
れ
た
中
で
、
第
34
回
県
主
体

育
祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
、
新
し
い
競
技
の

取
り
入
れ
や
、
競
技
人
員
の
変

更
を
す
る
な
ど
若
干
趣
向
を
変

え
た
中
で
14
種
目
の
競
技
に
熱

戦
が
展
開
さ
れ
、
優
勝
以
外
の

３
分
団
が
同
得
点
と
い
う
ま
れ

に
み
る
接
戦
、
上
位
順
位
の
多

い
チ
ー
ム
か
ら
順
位
を
決
定
し

最
終
成
績
は
次
の
と
お
り
に
な

り
ま
し
た
。
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、

小
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で
の
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入
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で
は
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ど
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退
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初
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行
事
と
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の
協
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に
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会
を
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大
変
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。
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部
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の
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の
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体
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す
。
昨
年
は
A

ブ
ロ
ッ
ク
と
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う
こ
と
で
12
位

と
言
う
成
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に
終
わ
り
ま
し
た

が
、
今
年
は
昨
年
を
上
回
る
成
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を
目
標
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
選
手
選
考
に

入
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て
い
き
ま
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の
で
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地
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皆
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の
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ま
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齢
者
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夏の夜のひと時を地域の皆様とともに楽しみましょう！

●日 時：7月22日（月）
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●場 所：県主小学校運動場

●はじめての方にもやさしく指導

します。

多数の参加をお願いします。

夜市（少年団）

かき氷・焼き鳥・輪
投げ・おでん・ヨー
ヨーなど いっぱい

平成２５年８月１３日（火）午後７時から県主小学校運動
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共催 県の里まちづくり推進協議会

鳥羽踊り保存会

県主地区社会福祉協議会

県主幼・小学校PTA

井原市消防団県主分団

アースラブ県主

後援 門田楽寿会

西方楽寿会

これまで、鳥羽踊り保存会が中心となっ
て開催されてきましたが、本年度から、
県主公民館と県主地区自治連合協議会が
主催して開催いたします。

平
成
24
年
度
公
民
館
決
算
内
訳

今
年
度
の
主
な
公
民
館
行
事

「
七
つ
の
顔
を
持
つ
・
・
」

　
　

そ
し
て
、
今
年
度
の
公
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だ

主

わ

い

県

県主の伝統芸能を披露
市民芸能祭　鳥羽踊り保存会4

14

5
26 町民運動会

ラジオ体操で準備運動！

多くの来賓を迎えました。

観覧席と一体で盛り上がった
年齢別リレー

笑顔でジャンケン列車
（借物競争）

玉入れ競技消防団  ムカデ競争中学生も風船をもらって
ニッコリ！

赤い服を着た人見～つけた
（借物競争）

好きな色の風船をもらいました。

か
ご
を
狙
っ
て

　
　

ソ
レ
入
れ
〜
〜

か
ご
を
狙
っ
て

　
　

ソ
レ
入
れ
〜
〜

足
並
み
を
そ
ろ
え
て

美しい人見付けたよ（借物競争）

7
7
２
連
覇
達
成

公民館対抗三世代グラウンドゴルフ大会
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市民芸能祭　鳥羽踊り保存会4
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5
26 町民運動会

ラジオ体操で準備運動！

多くの来賓を迎えました。

観覧席と一体で盛り上がった
年齢別リレー

笑顔でジャンケン列車
（借物競争）

玉入れ競技消防団  ムカデ競争中学生も風船をもらって
ニッコリ！

赤い服を着た人見～つけた
（借物競争）

好きな色の風船をもらいました。

か
ご
を
狙
っ
て

　
　

ソ
レ
入
れ
〜
〜

か
ご
を
狙
っ
て

　
　

ソ
レ
入
れ
〜
〜

足
並
み
を
そ
ろ
え
て

美しい人見付けたよ（借物競争）

7
7
２
連
覇
達
成

公民館対抗三世代グラウンドゴルフ大会



員
怪
我
も
な
く
無
事
に
観
音
巡

り
を
終
え
、
般
若
心
経
を
唱
え

解
散
し
ま
し
た
。

　

観
音
巡
り
開
催
に
当
た
り
遍

路
の
整
備
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
六
和
会
、
社
協
役
員
の
皆

様
、
ご
接
待
を
い
た
だ
き
ま
し

た
金
剛
福
寺
様
、
北
田
商
店
様
、

欅
の
杜
様
、
諸
準
備
を
い
た
だ

き
ま
し
た
社
協
担
当
者
の
方
々

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

来
年
も
多
く
の
方
に
観
音
巡
り

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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３
月
17
日
、
40
名
の
参
加
者

を
得
て
恒
例
の
大
谷
西
国
三
十

三
観
音
巡
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

午
前
８
時
30
分
金
剛
福
寺
に

集
合
、
鳥
越
会
長
の
参
加
者
へ

の
お
礼
と
行
動
予
定
な
ど
の
諸

連
絡
を
受
け
境
内
に
安
置
さ
れ

た
粉
河
寺
千
手
観
音
に
お
参
り
、

井
上
ご
住
職
に
導
師
を
務
め
て

い
た
だ
き
、
観
音
巡
り
の
安
全

と
参
加
者
の
全
員
の
健
康
を
祈

願
し
全
員
で
般
若
心
経
を
唱
え
、

第
四
番
札
所
施
福
寺
観
音
に
向

け
金
剛
福
寺
を
出
発
し
ま
し
た
。

　

二
番
札
所
の
金
剛
宝
寺
ま
で

は
急
な
山
道
、
元
気
よ
く
登
り

切
り
大
谷
山
の
頂
上
に
到
着
し

ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
ほ
ぼ
平

坦
な
道
の
り
、
途
中
月
例
市
の

開
か
れ
て
い
る
欅
の
杜
で
ひ
と

休
み
す
る
時
間
も
と
り
岩
滝
観

音
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

小
春
日
和
の
中
、
大
谷
街
道

に
入
る
頃
に
は
少
し
汗
ば
み
な

が
ら
も
、
み
ん
な
疲
れ
も
見
せ

ず
、
足
ど
り
軽
く
ゴ
ル
フ
場
沿

い
の
観
音
様
に
手
を
合
わ
せ
な

が
ら
六
道
様
へ
。
最
高
年
齢
82

歳
の
藤
田
繁
喜
さ
ん
を
始
め
全

大
谷
三
十
三
観
音
巡
り

社
協
友
愛
訪
問
活
動

社
協
友
愛
訪
問
活
動

ふ
れ
あ
い
訪
問

　

ひ
ま
わ
り
の
会

　

お
世
話
係
り　

佐
藤
京
子

　

７
月
２
日
の
午
後
小
学
生
５

人
と
引
率
の
先
生
が
淀
公
民
館

に
到
着
。

サ
ロ
ン
参
加
者
13
名
社
協
２
名

で
出
迎
え
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
休
む
間
も
な

く
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

沿
っ
て
私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
恥
ず
か
し
が
ら

ず
堂
々
と
し
た
態
度
で
演
技
が

出
来
る
事
に
驚
き
ま
し
た
。

　

お
互
い
が
仲
良
く
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
い
つ
も

と
は
違
っ
た
サ
ロ
ン
を
楽
し
ま

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
訪
問

　

六
年　

本
田　

綾
乃

　

わ
た
し
は
、
お
年
寄
り
の

方
々
が
、
ゲ
ー
ム
や
出
し
物
を

喜
ん
で
く
れ
た
り
楽
し
ん
で
く

れ
た
り
す
る
か
が
、
正
直
少
し

心
配
で
し
た
。
で
も
、
歌
「
明

日
が
あ
る
さ
」
を
い
っ
し
ょ
に

歌
っ
て
く
だ
さ
り
、
風
船
バ

レ
ー
は
お
年
寄
り
の
方
々
は
も

ち
ろ
ん
、
わ
た
し
た
ち
５
・
６

年
も
い
っ
し
ょ
に
楽
し
め
た
の

で
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
他

に
も
、
神
楽
や
シ
ョ
ー
ト
コ
ン

ト
、
ギ
ャ
グ
も
喜
ん
で
く
だ

さ
っ
た
の
で
、
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

ふ
れ
い
あ
訪
問
で
、
同
じ
公

民
館
（
門
田
上
公
民
館
）
に
行

く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
後

期
は
ま
た
ち
が
う
公
民
館
に
行

き
ま
す
。
そ
の
時
も
、
お
年
寄

り
の
方
々
と
い
っ
し
ょ
に
、
楽

し
く
ふ
れ
あ
え
た
ら
い
い
な
、

と
思
い
ま
す
。

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

ふ
れ
あ
い
訪
問

　

六
年　

藤
井　

万
里

　

私
は
ふ
れ
あ
い
訪
問
で
、
一

番
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
の
は
劇

と
く
じ
引
き
か
な
と
思
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
く
じ
引
き
で
か

た
た
た
き
や
、
か
た
も
み
を
引

い
た
方
に
、
か
た
た
た
き
や
、

か
た
も
み
を
す
る
と
「
気
持
ち

え
え
わ
〜
」
と
か
「
上
手
じ
ゃ

な
〜
」
と
か
言
っ
て
下
さ
っ
た

か
ら
で
す
。
劇
の
理
由
は
劇
が

終
わ
っ
た
後
に
、
み
な
さ
ん
、

え
が
お
で
大
き
な
は
く
手
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

そ
れ
と
一
番
で
は
な
い
け
ど

楽
し
ん
で
も
ら
え
た
か
な
と

思
っ
た
の
は
、
予
定
に
は
な

か
っ
た
風
船
バ
レ
ー
で
す
。
説

明
は
準
備
し
て
な
か
っ
た
か
ら
、

大
じ
ょ
う
ぶ
か
な
と
思
っ
た
け

ど
、
み
な
さ
ん
ル
ー
ル
を
よ
く

り
か
い
し
て
下
さ
っ
て
え
が
お

で
風
船
を
う
ち
か
え
し
て
い
た

の
で
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
か
な

と
思
い
ま
し
た
。

他
に
も
、
と
し

や
さ
ん
の
も
の

ま
ね
や
ギ
ャ
グ

な
ど
楽
し
ん
で

も
ら
え
て
よ

か
っ
た
で
す
。

平成24年度社協決算内訳

事業別
決算内訳
合計  １，064
単位：千円

雑費, 11

生きがい対策活動費,300

事務費, 144

慶弔費, 136

市社協会費, 133

広報活動費, 76

児童育成活動費, 58

地域交流活動費, 49

地域ボランティア活動費, 45

研修費, 44

ふれあいサービス活動費, 29

高齢者活動費, 20

友愛訪問活動費, 16 健康づくり活動費, 3

顧　

問　
　

北
田　

静
夫

　

〃　
　
　

生
駒　

五
三
六

会　

長　
　

鳥
越　

愛
子

副
会
長　
　

西
本　
　

興

　

〃　
　
　

藤
森　

雅
和

　

〃　
　
　

北
田　

雅
之

庶　

務　
　

藤
井　
　

護

会　

計　
　

藤
井　

房
郎

理　

事　
　

岡
田　

章
文

　

〃　
　
　

三
嶋　

貞
子

　

〃　
　
　

野
宮　
　

悟

　

〃　
　
　

山
本　

隆
三

　

〃　
　
　

土
屋　

浩
章

　

〃　
　
　

今
橋　
　

泉

　

〃　
　
　

岡
田　

廣
康

　

〃　
　
　

廣
田　

文
子

　

〃　
　
　

池
田　

知
子

　

〃　
　
　

北
田　

伸
子

　

〃　
　
　

蔵
本　

久
美

　

〃　
　
　

藤
井　

京
子

　

〃　
　
　

鳥
越　

恵
子

　

〃　
　
　

北
田　

い
づ
み

　

〃　
　
　

蔵
本　

哲
治

　

〃　
　
　

生
駒　

真
奈
美

　

〃　
　
　

三
嶋　

佐
織

　

〃　
　
　

三
嶋　

卓
也

　

〃　
　
　

藤
井　

直
美

　

〃　
　
　

要
田　

千
尋

　

〃　
　
　

岡
田　
　

忍

　

〃　
　
　

鳥
越　

千
恵
子

　

〃　
　
　

森
本　

峰
子

　

〃　
　
　

森
下　

和
美

　

〃　
　
　

三
村　

佳
子

監　

査　
　

尾
山　

立
志

　

〃　
　
　

山
本　

勝
禧

１
部　

藤
井
直
美　

藤
井
安
恵

　
　
　

藤
井
京
子　

佐
藤
京
子

　
　
　

岡
田
淳
子

２
部　

山
本
隆
三　

藤
井
秀
俊

　
　
　

岡
田
明
男　

藤
代
卓
士

　
　
　

岡
田
由
紀

３
部　

森
岡　

通　

岡
田
一
郎

　
　
　

森
谷　

繁

４
部　

上
野
美
保　

野
宮
幸
子

　
　
　

馬
越
京
子

５
部　

石
井
義
幸　

安
原
直
視

　
　
　

蔵
本
拓
史　

蔵
本
恭
平

６
部　

馬
越
利
行　

西
本　

興

　
　
　

吉
仲
冨
江　

岡
田
卓
志

７
部　

石
本
節
子　

藤
田
陽
子

　
　
　

松
山
辰
恵　

北
田
文
子

８
部　

北
田
笑
子　

三
嶋
暢
浩

９
部　

生
駒
悦
子　

松
石
節
治

　
　
　

藤
井
保
江　

池
田
俊
美

10
部　

今
橋　

泉　

宮
尾
牧
子

11
部　

石
井
庸
介　

三
村
賢
司

　
　
　

三
宅
猟
太　

蛭
田
輝
治

社
協　

森
本
峰
子

部 会の名称 地区 開催場所 開催日 会費／月 お世話係り
佐藤　京子
藤井　悦子
藤井　須美江
藤井　喜美子
山本　千秋
馬越　友與

鳥越　知世子
岡田　敦子

野宮　幸子
上野　美保
馬越　京子

蔵本　元代
松田　千恵子
蔵本　芳香

森下　久美子
馬越　朝子
西本　照美

佐藤　要
石本　婦美子
藤田　京子

藤森　恵美子
佐藤　節子
三嶋　納子

生駒　政子
藤井　保江
藤井　マス子

池田　知子
佐藤　泉美
要田　千尋

200円１０部・１１部 ニコニコ会 向山・西方住宅 向山公民館
毎月第３木曜日

14:00～

200円

９部 すみれ会 大迫 大迫公民館
毎月２４日
14:00～

200円

８部
七五三会
(なごみ会)

中耕地・甲子講

200円

７部 むつみ会 石仏・木船・中岡・井迫 西方上公民館
毎月１４日
14:00～

200円

６部

親睦公民館
毎月１８日
14:00～

県主公民館
毎月２７日
14:00～

たんぽぽの会 門田上 門田上公民館
毎月第２水曜日

13:30～

200円

４部 みのり会 大谷 大谷公民館
毎月第3日曜日

14:00～
200円

５部 しんぼく会 蔵本・都恵

毎月１９日
13:30～

100円

２部 コスモスの会 太和・広江・仁古谷

３部 気楽会 実相 対龍集会所

対龍集会所
毎月１９日
13:30～

平成２５年度　ふれあい・いきいきサロン実施計画

１部 ひまわりの会 淀 淀公民館
毎月１６日
14:00～

200円

100円

平
成
25
年
度
社
会
福
祉
協
議
会
理
事

平
成
25
年
度
福
祉
委
員
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繁
喜
さ
ん
を
始
め
全

大
谷
三
十
三
観
音
巡
り

社
協
友
愛
訪
問
活
動

社
協
友
愛
訪
問
活
動

ふ
れ
あ
い
訪
問

　

ひ
ま
わ
り
の
会

　

お
世
話
係
り　

佐
藤
京
子

　

７
月
２
日
の
午
後
小
学
生
５

人
と
引
率
の
先
生
が
淀
公
民
館

に
到
着
。

サ
ロ
ン
参
加
者
13
名
社
協
２
名

で
出
迎
え
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
休
む
間
も
な

く
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

沿
っ
て
私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
恥
ず
か
し
が
ら

ず
堂
々
と
し
た
態
度
で
演
技
が

出
来
る
事
に
驚
き
ま
し
た
。

　

お
互
い
が
仲
良
く
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
い
つ
も

と
は
違
っ
た
サ
ロ
ン
を
楽
し
ま

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
訪
問

　

六
年　

本
田　

綾
乃

　

わ
た
し
は
、
お
年
寄
り
の

方
々
が
、
ゲ
ー
ム
や
出
し
物
を

喜
ん
で
く
れ
た
り
楽
し
ん
で
く

れ
た
り
す
る
か
が
、
正
直
少
し

心
配
で
し
た
。
で
も
、
歌
「
明

日
が
あ
る
さ
」
を
い
っ
し
ょ
に

歌
っ
て
く
だ
さ
り
、
風
船
バ

レ
ー
は
お
年
寄
り
の
方
々
は
も

ち
ろ
ん
、
わ
た
し
た
ち
５
・
６

年
も
い
っ
し
ょ
に
楽
し
め
た
の

で
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
他

に
も
、
神
楽
や
シ
ョ
ー
ト
コ
ン

ト
、
ギ
ャ
グ
も
喜
ん
で
く
だ

さ
っ
た
の
で
、
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

ふ
れ
い
あ
訪
問
で
、
同
じ
公

民
館
（
門
田
上
公
民
館
）
に
行

く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
後

期
は
ま
た
ち
が
う
公
民
館
に
行

き
ま
す
。
そ
の
時
も
、
お
年
寄

り
の
方
々
と
い
っ
し
ょ
に
、
楽

し
く
ふ
れ
あ
え
た
ら
い
い
な
、

と
思
い
ま
す
。

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

ふ
れ
あ
い
訪
問

　

六
年　

藤
井　

万
里

　

私
は
ふ
れ
あ
い
訪
問
で
、
一

番
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
の
は
劇

と
く
じ
引
き
か
な
と
思
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
く
じ
引
き
で
か

た
た
た
き
や
、
か
た
も
み
を
引

い
た
方
に
、
か
た
た
た
き
や
、

か
た
も
み
を
す
る
と
「
気
持
ち

え
え
わ
〜
」
と
か
「
上
手
じ
ゃ

な
〜
」
と
か
言
っ
て
下
さ
っ
た

か
ら
で
す
。
劇
の
理
由
は
劇
が

終
わ
っ
た
後
に
、
み
な
さ
ん
、

え
が
お
で
大
き
な
は
く
手
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

そ
れ
と
一
番
で
は
な
い
け
ど

楽
し
ん
で
も
ら
え
た
か
な
と

思
っ
た
の
は
、
予
定
に
は
な

か
っ
た
風
船
バ
レ
ー
で
す
。
説

明
は
準
備
し
て
な
か
っ
た
か
ら
、

大
じ
ょ
う
ぶ
か
な
と
思
っ
た
け

ど
、
み
な
さ
ん
ル
ー
ル
を
よ
く

り
か
い
し
て
下
さ
っ
て
え
が
お

で
風
船
を
う
ち
か
え
し
て
い
た

の
で
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
か
な

と
思
い
ま
し
た
。

他
に
も
、
と
し

や
さ
ん
の
も
の

ま
ね
や
ギ
ャ
グ

な
ど
楽
し
ん
で

も
ら
え
て
よ

か
っ
た
で
す
。

平成24年度社協決算内訳

事業別
決算内訳
合計  １，064
単位：千円

雑費, 11

生きがい対策活動費,300

事務費, 144

慶弔費, 136

市社協会費, 133

広報活動費, 76

児童育成活動費, 58

地域交流活動費, 49

地域ボランティア活動費, 45

研修費, 44

ふれあいサービス活動費, 29

高齢者活動費, 20

友愛訪問活動費, 16 健康づくり活動費, 3

顧　

問　
　

北
田　

静
夫

　

〃　
　
　

生
駒　

五
三
六

会　

長　
　

鳥
越　

愛
子

副
会
長　
　

西
本　
　

興

　

〃　
　
　

藤
森　

雅
和

　

〃　
　
　

北
田　

雅
之

庶　

務　
　

藤
井　
　

護

会　

計　
　

藤
井　

房
郎

理　

事　
　

岡
田　

章
文

　

〃　
　
　

三
嶋　

貞
子

　

〃　
　
　

野
宮　
　

悟

　

〃　
　
　

山
本　

隆
三

　

〃　
　
　

土
屋　

浩
章

　

〃　
　
　

今
橋　
　

泉

　

〃　
　
　

岡
田　

廣
康

　

〃　
　
　

廣
田　

文
子

　

〃　
　
　

池
田　

知
子

　

〃　
　
　

北
田　

伸
子

　

〃　
　
　

蔵
本　

久
美

　

〃　
　
　

藤
井　

京
子

　

〃　
　
　

鳥
越　

恵
子

　

〃　
　
　

北
田　

い
づ
み

　

〃　
　
　

蔵
本　

哲
治

　

〃　
　
　

生
駒　

真
奈
美

　

〃　
　
　

三
嶋　

佐
織

　

〃　
　
　

三
嶋　

卓
也

　

〃　
　
　

藤
井　

直
美

　

〃　
　
　

要
田　

千
尋

　

〃　
　
　

岡
田　
　

忍

　

〃　
　
　

鳥
越　

千
恵
子

　

〃　
　
　

森
本　

峰
子

　

〃　
　
　

森
下　

和
美

　

〃　
　
　

三
村　

佳
子

監　

査　
　

尾
山　

立
志

　

〃　
　
　

山
本　

勝
禧

１
部　

藤
井
直
美　

藤
井
安
恵

　
　
　

藤
井
京
子　

佐
藤
京
子

　
　
　

岡
田
淳
子

２
部　

山
本
隆
三　

藤
井
秀
俊

　
　
　

岡
田
明
男　

藤
代
卓
士

　
　
　

岡
田
由
紀

３
部　

森
岡　

通　

岡
田
一
郎

　
　
　

森
谷　

繁

４
部　

上
野
美
保　

野
宮
幸
子

　
　
　

馬
越
京
子

５
部　

石
井
義
幸　

安
原
直
視

　
　
　

蔵
本
拓
史　

蔵
本
恭
平

６
部　

馬
越
利
行　

西
本　

興

　
　
　

吉
仲
冨
江　

岡
田
卓
志

７
部　

石
本
節
子　

藤
田
陽
子

　
　
　

松
山
辰
恵　

北
田
文
子

８
部　

北
田
笑
子　

三
嶋
暢
浩

９
部　

生
駒
悦
子　

松
石
節
治

　
　
　

藤
井
保
江　

池
田
俊
美

10
部　

今
橋　

泉　

宮
尾
牧
子

11
部　

石
井
庸
介　

三
村
賢
司

　
　
　

三
宅
猟
太　

蛭
田
輝
治

社
協　

森
本
峰
子

部 会の名称 地区 開催場所 開催日 会費／月 お世話係り
佐藤　京子
藤井　悦子
藤井　須美江
藤井　喜美子
山本　千秋
馬越　友與

鳥越　知世子
岡田　敦子

野宮　幸子
上野　美保
馬越　京子

蔵本　元代
松田　千恵子
蔵本　芳香

森下　久美子
馬越　朝子
西本　照美

佐藤　要
石本　婦美子
藤田　京子

藤森　恵美子
佐藤　節子
三嶋　納子

生駒　政子
藤井　保江
藤井　マス子

池田　知子
佐藤　泉美
要田　千尋

200円１０部・１１部 ニコニコ会 向山・西方住宅 向山公民館
毎月第３木曜日

14:00～

200円

９部 すみれ会 大迫 大迫公民館
毎月２４日
14:00～

200円

８部
七五三会
(なごみ会)

中耕地・甲子講

200円

７部 むつみ会 石仏・木船・中岡・井迫 西方上公民館
毎月１４日
14:00～

200円

６部

親睦公民館
毎月１８日
14:00～

県主公民館
毎月２７日
14:00～

たんぽぽの会 門田上 門田上公民館
毎月第２水曜日

13:30～

200円

４部 みのり会 大谷 大谷公民館
毎月第3日曜日

14:00～
200円

５部 しんぼく会 蔵本・都恵

毎月１９日
13:30～

100円

２部 コスモスの会 太和・広江・仁古谷

３部 気楽会 実相 対龍集会所

対龍集会所
毎月１９日
13:30～

平成２５年度　ふれあい・いきいきサロン実施計画

１部 ひまわりの会 淀 淀公民館
毎月１６日
14:00～

200円

100円

平
成
25
年
度
社
会
福
祉
協
議
会
理
事

平
成
25
年
度
福
祉
委
員



　

昨
年
の
5
月
に
発
足
し
た
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
で
は
、

井
原
地
区
農
業
共
済
組
合
の
寄

付
金
を
元
に
こ
れ
ま
で
運
営
を

続
け
て
き
ま
し
た
が
、
組
織
を

運
営
し
て
い
く
上
で
、
確
か
な

財
政
的
基
盤
を
持
た
な
い
状
況

に
苦
慮
し
て
い
ま
し
た
。
本
年

度
に
な
っ
て
、
井
原
市
が
「
ガ

ン
バ
ル
地
域
応
援
補
助
金
」
を

創
設
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
を
活

用
し
て
事
業
を
進
め
て
い
く
こ

と
に
し
ま
し
た
。
平
成
25
年
度

も
既
に
数
か
月
が
過
ぎ
て
い
ま

す
が
、
補
助
金
交
付
に
向
け
て
、

事
業
計
画
書
、
予
算
書
の
作
成

を
し
て
、
協
働
推
進
課
へ
申
請

を
し
ま
し
た
。
申
請
後
、
審
査

会
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け
て
、

7
月
17
日
に
交
付
決
定
通
知
書

を
受
け
取
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
そ
の
内
容
を
簡
単
に
紹

介
し
ま
す
。　

一
、
広
報
紙
発
行
事
業

　

昨
年
か
ら
一
本
化
し
た
「
み

ん
な
の
県
主
」
の
発
行
に
係
る

費
用　

交
付
決
定
額
一
七
九
，

六
五
〇
円

二
、
人
材
育
成
事
業

　

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

上
で
最
も
重
要
な
の
が
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
必
要
性
を
理

と
を
目
的
に
計
画
し
ま
し
た
。

交
付
決
定
額
二
七
六
，
六
〇
〇
円

　

な
お
、
本
年
度
の
事
業
計
画

で
、
私
た
ち
の
地
域
の
農
業
基

盤
の
整
備
と
経
営
を
見
据
え
て
、

６
次
産
業
（
地
産
・
地
消
や
特

産
品
づ
く
り
）
へ
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
こ
と
も
考
え
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
以
外
に
も
皆

様
の
意
見
を
お
聞
き
し
、
計
画

を
立
て
て
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
積

極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

審
査
委
員
会
の
講
評
は
、
次

号
で
紹
介
し
ま
す
。

　

過
疎
化
の
進
む
こ
こ
県
主
の

活
性
化
の
た
め
に
何
か
出
来
る

事
が
あ
る
の
で
は
？
と
考
え
て

い
る
私
た
ち
は
、
去
る
６
月
30

日
、
姫
路
市
の
最
北
端
に
あ
る

安
富
町
関
に
出
か
け
ま
し
た
。

　

こ
こ
は
最
近
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
よ
く
見
か
け

る
「
か
か
し
」
を
制
作
し
て
ま

ち
お
こ
し
に
成
功
し
た
地
域
で

す
。
ふ
る
さ
と
か
か
し
を
制
作

し
て
過
疎
化
の
進
む
自
宅
周
辺

に
設
置
し
沢
山
の
人
た
ち
が
訪

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
仕
掛
け
人

の
岡
上
正
人
さ
ん
の
案
内
で
か

か
し
の
里
を
散
策
し
た
り
昼
食

を
交
え
て
お
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

県
主
に
も
ふ
る
さ
と
か
か
し

を
設
置
し
た
い
と
願
っ
て
い
る

私
た
ち
に
、
岡
上
さ
ん
よ
り
奥

播
磨
に
き
た
人
た
ち
に
「
岡
山

県
の
井
原
に
も
か
か
し
の
里
が

あ
り
ま
す
よ
と
紹
介
で
き
る
よ

う
な
ふ
る
さ
と
か
か
し
の
一
員

に
な
っ
て
下
さ
い
」
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。
か
か

し
と
の
出
会
い
の
後
は
、
宍
粟

(

し
そ
う)

防
災
セ
ン
タ
ー
に
体

験
、
視
察
に
行
き
ま
し
た
。
比

較
的
平
穏
な
県
主
に
住
む
私
た

ち
は
防
災
に
対
す
る
認
識
が
薄

い
な
か
、
地
震
、
消
火
体
験
を

し
ま
し
た
。
初
め
て
震
度
７
を

経
験
し
地
震
の
恐
怖
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
か
か
し
に
出
会

い
、
家
族
や
自
分
を
守
る
大
切

さ
を
体
験
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
心
に
何
か
を
感
じ
て
頂
け
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

三
嶋　
　

篁
様
（
亡
弟
）

　

岡
田　

義
弘
様
（
亡
妻
）

　

中
野
む
つ
み
様
（
亡
母
）

　

安
原　

俊
和
様
（
亡
父
）

　

三
嶋　

和
也
様
（
亡
義
父
）

　

廣
田　

光
男
様
（
亡
子
）

　

松
田　
　

敦
様
（
亡
母
）

　

碇
本　

晴
男
様
（
亡
母
）

　

山
本　

光
仁
様
（
亡
母
）

　

鳥
越　

睦
由
さ
ん

　

男
の
子　

枢
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
（
５
月
13
日
生
ま
れ
）

　　
　

森
岡　
　

通
さ
ん

　　
　

蔵
本　

精
子
さ
ん

　
　

自
治
会
女
性
部
の
皆
さ
ん
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1

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

副
会
長　

山
本
勝
禧

第３号
発　行　
　県の里まちづくり推進協議会
　県主地区自治連合協議会
　県　主　公　民　館
　県主地区社会福祉協議会






























県
主
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ

公
民
館
ま
わ
り
の
草
刈
り

分
室
の
そ
う
じ

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
で

　
　

玄
関
を
は
な
や
か
に
！

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

い
つ
も
あ
り
が
と
う

出
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

解
し
、
地
域
の
課
題
を
解
決
し

て
い
く
た
め
に
、
で
き
な
い
理

由
を
考
え
る
よ
り
、
ど
う
し
た

ら
で
き
る
か
を
考
え
、
主
体
的

に
行
動
し
、
そ
の
地
域
を
け
ん

引
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
人

た
ち
が
一
人
で
も
多
く
必
要
で

す
。

こ
の
た
め
に
、
本
年
度
は
講
座

の
開
催
を
計
画
し
ま
し
た
。
交

付
決
定
額
八
六
，〇
〇
〇
円

三
、「
か
か
し
」
に
よ
る
地
域

活
性
化
事
業

　
「
か
か
し
」
は
、
昔
懐
か
し

い
「
ふ
る
さ
と
」
を
思
い
起
こ

さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
心
を
癒
す

「
ふ
る
さ
と
」
の
原
風
景
が
あ

り
ま
す
。
近
年
、
農
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
県
主
地
域
に
限

ら
ず
大
き
く
変
貌
し
た
経
済
活

動
の
影
響
で
、
衰
退
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆

さ
ん
が「
知
恵
」と「
ア
イ
デ
ア
」

を
結
集
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上

の
努
力
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、「
か
か
し
」
づ

く
り
を
と
お
し
て
大
人
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
と
と
も
に
地
域
の
農

業
の
将
来
を
考
え
、
取
り
組
み

の
中
で
人
々
の
交
流
を
図
る
こ

紙
面
を
も
っ
て
お
礼
に
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
事
業
推
進
と
運
営
費

お
知
ら
せ

8
月
22
日…

　

市
民
の
声
を
聴
く
会

9
月
8
日…

敬
老
会

10
月
6
日…

市
民
体
育
祭

11
月
10
日…

ハ
ウ
ス
祭
り

12
月
8
日…

　

不
燃
性
粗
大
ご
み
収
集

12
月
29
日…

　

年
末
す
す
は
ら
い

か
な
め

左　制作者の岡上正人さんとふるさとかかし

部
会
長　

蔵
本
久
美

う
つ
く
し
い
里
部
会

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
視
察
研
修

荷車を押して手伝い？ 人かと思えばすべてかかしです


